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感染症発生動向調査からみたウイルスの流行状況（ ２０２３年）

はじめに

大分県では、 感染症の予防及び感染症の患者に対

する医療に関する法律に基づく 感染症発生動向調査

事業で､ウイルスの検索及びその動態について調査

を行っている。 新型コロナウイルス感染症の流行に

より 、２０２０年３月中旬以降本調査を休止していたが、

同感染症の流行終息に伴い、２０２３年５月から 再開し

た。 こ こ では、２０２３年５月から１２月までの調査結果

について報告する。

検査方法

ウイルス検索の材料は、 大分県内の病原体定点等

の医療機関から提出された鼻腔・ 咽頭ぬぐい液、 糞

便、 髄液、 血液、 尿及び皮膚病巣を対象と した。

ラ イ ノ ウイルス、 パレコウイルス、 パラインフル

エンザウイルス、 ムンプスウイルス、 アデノ ウイル

ス、 ヘルペスウイルス属及び一部のエンテロウイル

ス属については、 臨床診断名をもと に臨床検体から

直接、 核酸を抽出して、 推定される各ウイルス遺伝

子を標的と したPCR法１ ），２ ），３ ）で遺伝子を増幅し、 得ら

れた増幅産物の塩基配列をダイレク ト シーク エンス

法で決定した後、 DNA Data Bank of Japan（ DDBJ）

のBasic Local Alignment Search Tool（ BLAST） を

用いて既知のデータベースの中から相同性検索を実

施し、 ハイスコアを示した配列のウイルスをもって

同定した。 ノ ロウイルス及びインフルエンザウイル

スの検出には、 リ アルタイムPCR法を用いた。 ノ ロ

ウイルスの遺伝子型については、 RT-PCR法及びダ

イレク ト シーク エンス法で同定した。

ウイルス分離にはHEp-２、 RD-１８ ｓ 、 Caco-２、 RD

-A、 Vero９０１３、 VeroE６、 MDCK、 LLC-MK２の８種

の細胞を使用し、 細胞変性効果を指標に３ 代まで継

代培養を行った。 分離ウイルスの同定には、 抗血清

のあるものについては中和試験を実施し、 抗血清の

ないものについては、 培養上清を臨床検体と 同様に

PCR法及びダイレク ト シークエンス法で遺伝子配列

を決定した後、 BLASTにて相同性検索を行った。

ウ イ ルス遺伝子の塩基配列の分子系統樹の作成

は、 近隣結合法を用いた。

A群ロタウイルスの検出にはラピッ ド テスタ ロ

タ ・ アデノ Ⅱ（ 積水メ ディ カル株式会社） を使用し

た｡

結果

２０２３年は、 県内の３医療機関から６疾病２２検体の検

査依頼があった。 疾患別にみると 、 インフルエンザ

様疾患が１１検体と 最も 多く 、 次いで手足口病が５検

体、 感染性胃腸炎及びヘルパンギーナがそれぞれ２

検体、 伝染性紅斑及び咽頭結膜熱がそれぞれ１検体

であった。

検出した病原体は１７検体から１９件（ １検体につき

複数検出したも のを含む） 、 検出率は７７．３％（ １７ ／

２２） であった。 検出数が多かったのは、 インフルエ

ンザウイルスAH３が４件、 コク サッ キーウイ ルスA６

型及びインフルエンザウ イ ルスBがそれぞれ３件、

コ ク サッ キーウイ ルスB５型及びイ ンフルエンザウ

イルスAH１pdmがそれぞれ２件であった（ 表１ ） 。

感染性胃腸炎では、２検体中１検体からサポウイル

スが検出された。

手足口病では、５検体中５検体からウイルスが７ 件

検出さ れた。 その内訳は、 コク サッ キーウイルスA

６型が３件、 コ ク サッ キーウ イ ルスA９型、 ラ イ ノ ウ

イ ルスA８１型、 ヒ ト ヘルペスウイ ルス７型及びEBウ

イルスが各１ 件であった。

ヘルパンギーナでは、２検体中２検体からコク サッ

キーウイルスB５型が検出された。

インフルエンザ様疾患では、１１検体中９検体から

インフルエンザウイルスが検出された。 型別にみる＊豊肥保健所
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表１ ２ ０ ２ ３年 ウイルス ・ リ ケッ チアの月別検出状況

表２ ２ ０ ２ ３年 臨床診断名別ウイ ルス・ リ ケッ チア検出状況

と 、 AH１pdm０９は８月と１２月にそれぞれ１件検出さ れ

た。 AH３は５月に３件、１２月に１件検出さ れた。 B型

は１２月に３件検出さ れ、 いずれも ビク ト リ ア系統で

あった（ 表２） 。

２０２３年は、 長期に渡る調査休止の影響からか、 適

切な検体数が揃わなかった。 このため、 流行状況の

考察は省略するこ と と する。 定点報告数と しては、

新型コロナウイルス感染症の流行終息に伴い、 イン

フルエンザや咽頭結膜熱の報告が増加しており 、 数

年振り の流行動態を示しているため、 今後の動向を

注視していく 必要があると 考える。
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